
 

新文化交流施設エリア整備プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標金額  ２億 5千万円 

最小寄附額は 10万円となります。 

なお、目標額に達し次第、募集を終了

させていただく場合がございます。 

 

関連するSDGｓ目標 

 

プロジェクト概要 

武雄市にはこれまで受け継いできた文化

資源が多数あり、文化のシンボルとして親し

まれてきた武雄市文化会館があります。今

後はこの敷地エリアを、誰もが気軽に立ち寄

り、交流でき、楽しみながら文化・アートに親

しめる新文化交流施設エリアとして整備して

いきます。 

文化を創造する機能、交流を生み出す機

能、にぎわいを創出する機能を新たに付加

した新文化交流施設エリアから、武雄ならで

はの新たなまちづくりを目指します。 

寄附金の使い道 
・文化・アートを気軽に体験・鑑賞しながら交流
できる機能を備えた新文化交流棟として、
多目的に利用できる諸室や新たな武雄公民
館を建設します。 

 
・旧鍋島庭園の良さとアートの要素を融合さ
せた新しい庭園を整備します。 

 
・武雄市文化会館大ホールを、引き続き安全 
に利用できるよう改修を行います。 

 

 
メッセージ 

この拠点の整備をきっかけに子どもから大

人まで誰もが文化・アートに気軽に触れ、親し

みを持ち、交流することで、将来の武雄の文化

継承を担う人材育成や、更なるまちのにぎわ

いづくりに繋げていきます。 

近隣施設である図書館・歴史資料館や市民

体育館などの連携も視野に入れ、この拠点か

ら市内全域へ、さらに文化のハブ都市として

近隣市町やその先まで文化・アートをきっかけ

にした新たなまちづくりを発信していきます。 

皆様のあたたかいご支援を賜りますよう、

何卒よろしくお願いいたします。 

 武雄市文化のまちづくり構想URL： 

http://www.city.takeo.lg.jp/bunkanomachizukuri/kousou/index.html 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化・アートによる新たなまちづくりを目指して 

新文化交流施設エリア整備プロジェクト始動！ 
佐賀県武雄市は佐賀県の西部に位置し、武雄温泉楼門がシンボルの温泉、江戸時代からの歴史を持つやきも

のや蘭学、浮立や荒踊りをはじめとする伝統芸能など多くの文化的資源があるのが特徴的なまちです。 

 武雄に根付く文化を継承してきた文化施設としては武雄市文化会館があり、これまで市民の文化活動や文化

鑑賞の場として親しまれており、また武雄公民館も併設していることから、市民の交流や学習の場としての機能

も果たしてきました。 

しかしながら開館から約50年を迎える中で、老朽化や耐震不足等の様々な問題を抱えていることから、この

ままの姿で存続するのは難しいのが現状です。武雄の文化の継承や市民の交流を絶やさないためにも、この

度、文化会館の敷地エリアを「新文化交流施設エリア」として再整備し、武雄らしい新たなまちづくりに取り組み

ます。 

新たに整備するエリアにはこれまで武雄に根付いてきた文化に、新たにアートの要素を加え、新たな文化・交

流・にぎわいを創出する機能を付加し、様々な“融合・fusion”による新たなまちづくりを市内外へ発信していく

拠点としていきます。再整備に向けてふるさと納税制度を最大限に活用したいと考え、全国の企業や個人の皆

さまのご支援を募ります。 

 

＜新文化交流施設エリア整備の概要＞ 

整備方針：現文化会館敷地内に「新文化交流施設エリア」を再整備する。 

新文化交流施設エリアは既存の大ホールと新設する新文化交流棟及び外部空間により構成する。 

 

〇既存の小ホール・集会・成人・勤労青少年ホーム・エネルギーセンター棟は解体し、新文化交流棟として新設す

る。新文化交流棟には外まで繋げて利用できる多目的ホール、ギャラリー利用ができる会議室、様々なジャン

ルの創作が可能な創作室のほか和室、スタジオ、オープンキッチンなどを導入予定で施設全体として気軽に文

化・アートに触れられ、交流やにぎわいが生まれる場として整備する。 

 

〇既存の大ホールは現施設を耐震・特定天井対策など安全性を最優先した機能維持改修を実施し、今後も安全

に様々な文化公演等で利用できるホールとする。       

 

〇外部空間  鍋島庭園の良さとアートの要素を融合させた魅力ある庭園として整備する。 

 

規模：敷地面積   62,040㎡ 

新文化交流棟 3,700㎡程度 

大ホール   5,545㎡ 1380席（1階 1024席 2階 356席） 昭和50年竣工 

    

開館予定：令和８年秋ごろ（予定） 

 

新文化交流施設エリア整備についての詳しい内容はこちらから 

http://www.city.takeo.lg.jp/bunkanomachizukuri/index.html 

 

  

 

 

 


